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４

税
関
に
お
け
る
水
際
取
締
り
の
強
化

^

開
港
に
入
港
し
よ
う
と
す
る
外
国
貿
易
船
の
当
該

開
港
へ
の
入
港
時
の
積
荷
に
つ
い
て
、
当
該
外
国
貿

易
船
の
運
航
者
等
及
び
当
該
積
荷
の
荷
送
人
は
、
当

該
積
荷
の
船
積
港
を
当
該
外
国
貿
易
船
が
出
港
す
る

前
に
、
当
該
積
荷
に
関
す
る
事
項
を
税
関
に
原
則
と

し
て
電
子
的
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
関
税
法
第
一
五
条
、
第
一
五
条
の
二
、
第
一

六
条
、第
一
一
四
条
及
び
第
一
一
四
条
の
二
等
関
係
）

_

財
務
大
臣
は
、
外
国
税
関
当
局
か
ら
要
請
が
あ
っ

た
と
き
は
、
当
該
外
国
税
関
当
局
に
提
供
し
た
情
報

を
当
該
要
請
に
係
る
外
国
に
お
け
る
裁
判
所
又
は
裁

判
官
の
行
う
刑
事
手
続
に
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
一
定
の
要
件
の
下
に
同
意
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。（
関
税
法
第
一
〇
八
条
の
二
関
係
）

`

許
可
を
受
け
な
い
で
輸
出
入
す
る
罪
等
に
該
当
す

る
違
反
行
為
に
つ
き
法
人
等
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場

合
に
お
け
る
時
効
の
期
間
を
、
当
該
違
反
行
為
の
行

為
者
の
時
効
の
期
間
と
同
一
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
関
税
法
第
一
一
七
条
関
係
）

５

免
税
コ
ン
テ
ナ
ー
の
国
内
運
送
へ
の
使
用
に
係
る
条

件
等
の
緩
和

免
税
コ
ン
テ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
国
内
運
送
へ
の
使
用

に
係
る
制
限
を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
、
再
輸
出
期
間
の

原
則
を
三
月
間
か
ら
一
年
に
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
す
る
通
関
条
約
及
び
国
際
道
路
運

送
手
帳
に
よ
る
担
保
の
下
で
行
な
う
貨
物
の
国
際
運
送

に
関
す
る
通
関
条
約
（
Ｔ
Ｉ
Ｒ
条
約
）
の
実
施
に
伴
う

関
税
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四
条
、
第
五
条
及

び
第
八
条
等
関
係
）

６

沖
縄
県
に
お
け
る
関
税
制
度
上
の
特
例
措
置
の
延
長

等
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
に
適
用
期
限
が
到
来
す
る

沖
縄
県
か
ら
出
域
す
る
旅
客
の
携
帯
品
に
係
る
関
税
の

免
除
制
度
等
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
を
五
年
延
長
す
る

と
と
も
に
、
所
要
の
制
度
の
拡
充
等
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
関
税
暫
定
措
置
法
第
一
三
条
及
び
第
一
四
条
関

係
）

７

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

a

移
転
会
社
は
、
保
険
契
約
の
移
転
に
係
る
株
主

総
会
等
決
議
後
に
移
転
対
象
と
な
る
契
約
を
締
結

す
る
と
き
は
、当
該
契
約
を
締
結
す
る
者
に
対
し
、

移
転
契
約
の
要
旨
等
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
移

転
先
会
社
の
保
険
契
約
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
移
転

手
続
中
は
、
移
転
対
象
と
な
る
契
約
と
同
種
の
保

険
契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
規
制
を
撤

廃
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
八
条
関
係
）

b

保
険
業
を
営
む
株
式
会
社
が
、
会
社
分
割
に
よ

り
そ
の
保
険
契
約
を
承
継
さ
せ
る
場
合
に
も
、
^

か
ら
a

ま
で
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
七
三
条
の
二
〜
第
一
七
三
条
の
八
関

係
）

３

保
険
募
集
の
再
委
託
制
度
の
導
入

保
険
募
集
の
再
委
託
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
再
委
託
を
す
る

者
及
び
そ
の
所
属
保
険
会
社
等
が
、
あ
ら
か
じ
め
、

再
委
託
に
係
る
事
項
の
定
め
を
含
む
委
託
に
係
る
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受

け
て
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
七

五
条
第
三
項
〜
第
五
項
関
係
）

\

保
険
募
集
再
委
託
者
が
保
険
会
社
又
は
外
国

保
険
会
社
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
属
保
険
会
社

等
と
内
閣
府
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す

る
者
で
あ
る
こ
と
。

]

再
委
託
を
受
け
る
者
が
、
保
険
募
集
再
委
託

者
の
生
命
保
険
募
集
人
又
は
損
害
保
険
募
集
人

で
あ
る
こ
と
。

^

保
険
募
集
再
委
託
者
が
、再
委
託
に
つ
い
て
、

所
属
保
険
会
社
等
の
許
諾
を
得
て
い
る
こ
と
。

４

生
命
保
険
契
約
者
保
護
機
構
に
対
す
る
政
府
補
助

の
期
限
の
延
長

平
成
二
四
年
三
月
末
ま
で
に
破
綻
し
た
場
合
の
生

命
保
険
契
約
者
保
護
機
構
が
行
う
資
金
援
助
等
に
関

し
て
は
政
府
補
助
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
当
該
政
府
補
助
の
特
例
措
置
を
五
年
間
延
長
す

る
こ
と
と
し
た
。（
平
成
二
四
年
四
月
か
ら
平
成
二
九

年
三
月
末
ま
で
の
破
綻
に
対
応
）（
附
則
第
一
条
の
二

の
一
四
第
一
項
関
係
）

◇
株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
法
律
第
二
〇
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

再
生
支
援
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
事
業
者

企
業
再
生
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）に

再
生
支
援
の
申
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
か

ら
除
外
す
る
法
人
と
し
て
、
資
本
金
の
額
若
し
く
は
出

資
の
総
額
又
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
を
勘
案
し

て
大
規
模
な
事
業
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
業
者
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

支
援
決
定
期
限
の
延
長

機
構
が
支
援
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
、

平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し

た
。

３

対
象
事
業
者
に
対
す
る
再
生
支
援
の
完
了
期
限
の
延

長
機
構
が
第
二
五
条
第
一
〇
項
た
だ
し
書
の
認
可
を
受

け
た
事
業
者
に
対
し
支
援
決
定
を
行
っ
た
場
合
、
当
該

支
援
決
定
に
係
る
す
べ
て
の
再
生
支
援
を
完
了
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
限
を
、
平
成
二
八
年
三

月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

４

附
則

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め

の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
法
律
第
二
一
号
）（
金
融
庁
）

１

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
が
失
効
す
る
も
の
と
さ

れ
る
期
限
（
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
）
を
、
平
成
二

五
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附

則
第
二
条
関
係
）

２

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
二
三

号
）（
金
融
庁
）

一

保
険
業
法
の
一
部
改
正
関
係

１

子
会
社
に
関
す
る
業
務
範
囲
規
制
の
特
例

子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
会
社
を
子
会
社
と
し
て

い
る
保
険
業
を
行
う
外
国
の
会
社
を
保
険
会
社
が
子

会
社
と
す
る
場
合
に
は
、
子
会
社
業
務
範
囲
規
制
を

適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
当
該
保
険
会

社
は
、
原
則
と
し
て
当
該
会
社
が
子
会
社
と
な
っ
た

日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
会
社
が
子

会
社
で
な
く
な
る
よ
う
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
六
条
関
係
）

２

保
険
契
約
の
移
転
に
関
す
る
規
制
の
見
直
し

^

「
保
険
契
約
の
移
転
は
、
責
任
準
備
金
の
算
出

の
基
礎
が
同
一
で
あ
る
保
険
契
約
の
全
部
を
包
括

し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
制
を
撤
廃

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
五
条
関
係
）

_

保
険
契
約
の
移
転
時
の
異
議
申
立
手
続
に
際
し

て
は
、
移
転
対
象
契
約
者
に
対
し
、
移
転
契
約
の

要
旨
等
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。
加
え
て
、
異
議
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
、
移

転
対
象
契
約
者
の
総
数
及
び
移
転
対
象
契
約
者
の

保
険
契
約
に
係
る
債
権
の
総
額
の
そ
れ
ぞ
れ
一
〇

分
の
一
（
保
険
契
約
の
全
部
に
係
る
保
険
契
約
の

移
転
に
つ
い
て
は
五
分
の
一
）
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
三
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

`

保
険
契
約
の
移
転
を
し
よ
う
と
す
る
会
社
（
移

転
会
社
）
は
、
保
険
契
約
の
移
転
に
係
る
内
閣
総

理
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
異
議

申
立
期
間
中
に
異
議
を
述
べ
、
か
つ
、
保
険
契
約

が
移
転
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
解
約
す
る
旨

を
申
し
入
れ
た
移
転
対
象
契
約
者
に
対
し
、
保
険

契
約
の
移
転
の
前
日
ま
で
に
、
被
保
険
者
の
た
め

に
積
み
立
て
た
金
額
等
を
払
い
戻
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
七
条
第
五
項
関

係
）

◇
銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
二
二
号
）（
金
融
庁
）

１

会
員
等
か
ら
の
株
式
等
の
買
取
り
等
の
業
務
の
期
限

の
延
長

銀
行
等
保
有
株
式
取
得
機
構（「
機
構
」
と
い
う
。）が

行
う
会
員
等
か
ら
の
株
式
等
の
買
取
り
等
の
業
務
の
期

限
を
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
三
八
条
、
第
三
八
条
の
二
、
第
三
八
条
の
五

及
び
第
三
八
条
の
六
関
係
）

２

銀
行
等
保
有
株
式
取
得
機
構
の
存
続
期
限
の
延
長

機
構
の
存
続
期
限
を
平
成
三
九
年
三
月
三
一
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
条
関
係
）

３

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

４

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

５

経
過
措
置

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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